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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 P - 日 6 B でデータ通信をする隙に必要なま項についての説明をはじめ、 CD - R 日 M 内の 
「 FOMA 通信設定ファイル」•「ドコモコネクションマネージャ」のインス I ル方まなどを、まに Windows 7 
の操作を例にして説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 


パソコン接続7ニユアル 
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FOMA 端末か 5 利用でをるデータ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続してご利用できるデータ通信は、データ転送 (0 日 EX ™ 通信)とパケット 
通信•目 4 K データ通信に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵していまず。 

* 海パでパケット通信を巧ラ場合は、 IP 接続で通信を巧ってください。 （PPP 接続ではパケット通信できません。） 

•ミ毎がでは、 64K データ通信はご利用になれません。 


データ転送 (0 BEXTM 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信しまず。 



P -06 B 


赤外線通信 
に通信 _ 
Bluetooth 通信 




パケツト通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信方式でず。(受信最大 7.2 Mbps 、 送信最大 
2.0 Mbps の ベスト エフォー トち式）※ド コモの インターネット接続 ヴー ビス 「m 叩 era UJ など、 
FOMA パケット通信に巧応した接続巧を利用しまず。 

バケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)や 
Bluetooth 通信で接続し、各種設定を行ラことで利用でを、高速通信を必要とするアプリケーションの 
利用に適していまず。 

P .41 U 降の説明に従って、設定と接続を行ってください。 

※技術規格上の最大値であり、実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なります。 F0MAA イスピー 
ドエ U ア外や H に H-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、またはドコモの PDArsi 旨 marion の」な 
ど H に H-SPEED に対応していない機器をご利用の場合、通信速度が遅くなる場合びあります。 

* パケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。画像ををく含むホームぺージの閲覧、データのダウン□-ド 
などのデータ量のをい通信を行ラと、通信料金が高額にな0ますのでごを意ください。 


64 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料金びかかる通信方式でず。 FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機 
能巧 US 巨接続ケーブル 01/02( 別売)や日 luetooth 通信で接続し、通信を行いまず。 

ドコモのインター ネッ ト接続サービス rm 叩 era U 」 などの FOMA 巨 4 K データ通信対応の接続巧、ま 
たはに DN の同期日 4 K 対応の接続巧をご利巧ください。 P .4 む降の説明に従って、設定と接続を行って 
<ださい。 

*64K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されまず。長時間にわたる接続を巧った場合、通信料金が高額になりま 
ずのでごま意ぐださい。 
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お知らせ 


■ FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

*FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

*FOMA 端末をドコモの PDArsi 呂 marion の」に接続してデータ通信を行うことができます。 

* 日 luetooth 機能を利用してデータ通信を行う場合は、 FOMA 端末の通信速度は A イスピード用の通信速度になりますが、 
Bluetooth 機能の通信速度に限界びあるため、最大速度では通信できない場合びあります。 


ごほ用になる前に 

インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットをご利用の場含は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに対する利用料 
び必要になりまず。この利用料は、 FOMA ヴービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプ 
□バイダにおま化いいただきまず。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービス 
プ□バイダにお問い含わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス rm 叩 era U 」 をご利用いただけます。 
fmopera 山をご利用いただく場含は、お申し込みび必要(有料)となります。 


接続先(インターネットサービスプ□バイダなど)の設定について 


パケット通信と巨 4 K データ通信では接続巧び異なりまず。パケット通信を行ラときはパケット通信巧 
応の接続巧、巨 4 K データ通信を行うときは FOMA 色 4 K データ通信、またはに DN 同期目 4 K 対応の接続 
巧をご利用ください。 

• DoPa の接続先には接続できません。 

• mopera のヴービス内容および接続設定方法については mopera のホームぺージをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / lndex.html 


ットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続巧によっては、接続時にユーザ認証 ( ID とパスワード)がお要な場台びありまず。その場含は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワー 
ドは接続巧のインターネットサービスプ□バイダまたは接続巧のネットワーク管理ちか!5巧与されま 
す。詳しい内容については、そち日にお問い含わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


パソコンのブラウザで FirstPass 対応サイトを利用するときのアクセス認証では FirstPass (ユーザ 
証明書)び必要でず。ドコモのホームぺージか 5 FirstPass PC ソフトをダウン□-ドし、インス I -- 
ル、設定を行ってください。 

詳しくはドコモのホームぺージをご覧ください。 


パケツト通信および 64 K データ通信のま件 


日本国内で FOMA 端末による通信を行うには、 L ソ下の条件が必要になります。 

• FOMA 巧電機能巧 USB 接続ケープル 01/02( 別売)び利用できるパソコンであること 
• Blueto 日 th 通信で接続ずる場台は、パソコンび Bluetooth 標準規格 Ver . l . l 、 Ver . l .2 または 
Ver . 2.0 + EDR の Dial-up Networking Profile (ダイヤルアップネットワーキングプ□ファイル）に 
对応していること 

• FOMA パケット通信、 64 K データ通信に対応した PDA であること 
• FOMA ヴービスエリア内であること 

•パケット通信の場含、接続巧が FOMA のパケット通信に巧応していること 

•巨 4 K データ通信の場含、接続巧び FOMA 64 K データ通信、または旧 DN 同期 64 K に巧応しているこ 
と 

ただし、上の条件が藝つていてち、基地局が混雑している、または電波が況げ悪い場をは通信びできな 
いことびありまず。 
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L _ 動作擇境 

データ通信におけるパソコンの動作環境はな下のとおりでず。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC/AT 互換機 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/犯刷売)を使用する場合： 

US 巨ボート （Universal Serial Bus Specification Revl.1 / 2.0準拠） 

Bluetooth 通信を使用する場を： 

Bluetooth 標準規格 Ver. 1 . 1、 Ver. 1 .2 または Ver.2 .□十 EDR 準拠（ダイヤルアップネット 
ワーキングプロファイル） 

ディスプレイ解像度800 X600 ドット、 Hi 呂 h Colorl 巨ビット iU 上を推奨。 

• ドコモコネクションマネージャは1024 X768 ドットじ(上を巧奨。 

0S 

Windows 7 32ビット版/64ビット版（日本語版） 

Windows Vista 32ビット版/64ビット版（日本語版） 

Windows XP (日本語版） 

必要メモ1」 

Windows 7 32ビット版：1 G バイト拟上 

Windows 7 64ビット版 :2G バイト拟上 

Windows Vista :已1 2I\/I パイト政上 

Windows XP : 1 28 M バイト政上(各日本語版） 

A —ドディスク容量 

己 MA’ イト切上の空走容量 

• ドコモコネクションマネージャは] 0M バイト切上の空を容量 


• ド〕モコネクションマネージサを利用するための動作環境は Internet Explo 「乱6.0しん t、 メールソフ h&rWmdows;>i- 
ル」および 「Outlook Express 日.0」です。 

■動作環境の最新情報については、ドコモのホームページにてご確認くださし、。 

■OS アツプグレードからの動作は保証いたしかねます。 

■必要メモ U およひV V—ドディスクの空さ容量はシステム罵境によって異なることびあります。 

• メニューび動作する推奨環境は Microsoft® Internet Explo「e「7.0 じ(降&です。巳 D-ROM をセツトしてもメニューび表示 
されない場含は次の手順で操作して < ださし、。 

〈Windows 7、 Windows Vista の場合> 

「コンピュータ」などで CD-ROM を参照して、 「index.htmU をダブルク U ツクしてくださし、。 

く Windows XP の場含> 

マイ〕ンピュータなどで巳 D-R 日 M を参照して、 rindex.htmU をダブルク U ツクしてください。 

《Windows XP の場を、推奨環境は Microsoft® Internet Explorer 6.0政蹈です。 

■ CD - ROM をパソコンにセツトずると 

警告画面が表おされる場含びあります。この警告は、 Internet Explorer のセキュ U テイの設定によって表示されますが、使用 
には問題ありません。 

「はしりをク IJ ックして<ださい。 


E _ が要な機器 _ 

FOMA 端末とパソコンむ外に LU 下の八ードウ王ア、ソフトウ王アを使いまず。 

• FOMA 充電機能巧 USB 接続ケープル 01/02( 別売)または 、 FOMA USB 接続ケープル(別売)※ 
•付属の CD - R 0 M |" P -06 B 用 CD - ROM 」 

《USB 接続の場合 


お知らせ 


■ US 巳ケープルは専用の 「FOMA 充電機能付 US 日接続ケープル01/02」または、 「FOMA US 巨接続ケーブル」をご利用く 
ださい。パソコン用の US 巨ケープルはコネクタ部のお状び異なるため使用でさません。 

• USB HU 日を使用ずると、正常に動作しない場台があ D ます。 
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データ拓を ( OBEXtm 通信)の準備の流れ 


FOMA 巧電機能巧 US 巨接続ケーブル 01/02( 別売)をご利用になる場含には、 「 F 日 MA 通信設定ファ 
イル J (ドライバ)をインストールして < ださい。 


「FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をダウン□-ド、インストールずる （P.6 参照） 

•付属の CD-ROM からインストール、またはドコモのホームページからダウン□ー ドしてインストールします。 


データ乾送 


—夕通信の準備の流れ 


パケット通信 ’ SAK データ通信を行ラ場合の準備について説明します。け下のよラな流れになりまず。 


USB 接続の場合 

ITOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をダウン□-ド、イ 
ンストールずる （ P .6) 

•付属の CD-ROM からインストール、またはドコモのホー 
ムページからダウン n — ドしてインストールします。 



レ 

パソコンと FDMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ヶー 
プル01/0吕(別売)で接続ずる 



Bluetooth 接続の場合 

パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 通信でワイヤレス接 
続ずる （ P .10) 


インストールをの確認をずる （ P .7) 1 

1モデムの確認をずる （ P .11) 

1 

1 

1 

1 1 

「ドコモコネクションマネージャ」をインストールずる 

「ドコモコネクションマネージャ」を使わずに手動で通信 

( P .13) 

の設定をずる （ P .18、 P .3 已） 



接続ずる （ P .17、 P .32) 


■付属の! P - O 巨 B 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 US 巳接続ケープル01/02で接続し T バケット通信を行うときには、付属の 
「P-0 日巳用 CD-ROM」 の 「FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)をパソコンにインストールしてください。また、通信を行う際に 
APN やダイヤルアップの設定び簡単に行える「ドコモコネクションマネージト」をインストールすることをおすすめします。 
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_ パソコンと FOMA 端末を接続ずる _ 

FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル 01/02( 別売)の取り付けちまについて説明しまず。 


1 FOMA 端末のか部接続端子の 
向きを確認し、 FOMA 巧電機 
能付 U 5 日接続ケーブル01/ 
02のか部接続コネクタを 
まつずぐ r カチッ J と音がずるま 
で差し込む 



2 FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02の USB コネクタをパ 
ソコンの USB 端子に接続ずる 


お知らせ 


•データ通信を行うには rusB モード」を「通信モード」に設定してください。 

n 胃1 ►本体 設定 ►外部 接続 ►us 日モード ►通信 モード」の操作を行います。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ01/0吕のコネクタは無理に差し込まないでください。故障の原因となります。鲁〕 
ネクタは正しい向を、正しい角度で差し込まないと接続できません。正しく差し込んだときは、強い力を入れなくてもス 
ムーズに差し込めるよラになっています。ラまく差し込ゆないとさは、無理に差し込まず、ちラー度コネクタのおや向をを 
醒認してください。 

*US 巳ケーブルは専用の FOMA 充電機能付 USB 接続ケースレ01/02をご利用ください。（バソコン用の US 巨ケーブルは 
コネクタ部のおがび異なるため使用できません。） 

*F0MA 端末に表おされる「1」は、パケット通信または已 4K データ通信の FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス 
トールを行い、パソコンとの接続び認識されたときに表示されます。 F 曰 MA 通信設定ファイル（ドライバ)のインス!ル 
前には、パソコンとの接続び認識されず、「0」を表示されません。 

■取り外し方 

1. F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケープル01/02のが部接続コネクタの 
リリースボタンを押しながら、まつずぐ弓悼巧く。 

2. パソコンの USB 端子か日 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/ 

〇吕を引き抜く。 



• FOMA 充電機能付 US 日接続ケープル01/02は無理に取り外さないで<ださい。故障の原因とな0ます。 

* データ通信中は FOMA 充電機能付 US 日接続ケープル01/02を取り外さないでください。パソコンや FOMA 端末の誤 
動作や故障、データミ肖失の原因とな0ます。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル01 /OS の取り付け-取り外しは連続して行わないでください。一度、取り付け•取 
り外しを行った場合は、間隔をおいてから再び行ってくださし、。 
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FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)をインストールする 


FOMA 通信設定ファイル（ドライバ’)のインス I ルは、ご使用になるパソコンに FOMA 端末を 
FOMA 巧電機能巧 US 巨接続ケーブル 01/02( 別売)で初めて接続するとをに必要でず。 

• Bluetooth 通信でワイヤレス接続ずる場合は FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインス!ルする必要はありません。 
•必ず Administrator 権限またはバソコンの管理ち権限を持ったユーザーで巧ってください。 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインス I ルずる前に、パソコンに常駐しているソフトはずべて終了してください。 

1 Windows を起動し、付属の rP -06 己用 CD - ROMJ をパソコンにセツ 
卜ずる 

2 r データリンクソフト•各種設定 
ソフト J をク y ツクずる 

•「FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)のインス! 

ル中にこの画面び表示された場合は画面を閉じて< 

ださし、 


3 TFOMA 通信設定ファイル 
( USB ドライパ) J の r インス I 
J レ J をクリックずる 


A 開いたフォルダの中か SrDriverlnstall . exeJ をダブルクリックし、 
r はい J をク y ックずる 

•Windows Vista の場合、「はい」の代わりに「続衍をク U ックしまず。 

•Windows XP の場合、ユーヴーアカウントの制御画面は表示されません。 
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roKj をク y ックずる 



0 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電 
機能付 US 日接続ケーブル01/02で接続ずる ( P .5 参照） 

インスI-ールび始まります。 

7 roKj をク U ックずる 

「FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)のインストールが完了すると、タスクバーのインジケータから r デバイスを使 
用する準備ができました。デパイスドライバソフトウェアび正しくインストールされました。」といラポップアップ 
メッセージび数秒間表おされます。 


インストールした FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)を確認ずる 

「 FOMA 通信設定ファイル J (ドライバ)が正しくインス I ルされていることを確認します。 


Windows 7の場合 


1 r 回(スタート) JK デパイスとプリンタ ー J を開く 




rdocomo STYLE series P - Q 6 BJ を開く 
► r 八ードウエア j タブをク y ックずる 


インストールされたドライパちを確認ずる 


すべてのドライ ■K 名び表示されていることを確認しま 
す。 

• COM ボートま号は、お使いの"ソコンによって異な 
ります。 
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Windows Vista、Windows XP の場合 


1 riEi (スタ—卜) j ^ r コントロールパネル j を開く 
► r システムとメンテナンス J を開< 

く Windows XP の場合 > 

「スタート」一 r コント□ールパネル」を開く一 r パフオーマンスとメンテナンス」一 r システム」を開く 

2 [八ードウエアとデバイスを表示 J を開く続行 J をクリックずる 

<Windows XP の場合> 

「バードウエア」タブをクリックー r デバイスマネージャ」をクリックする 

3 各デバイスをクリックして、インストールをれた FOMA 通信設定ファ 
イル （ ドライパ)ちを確認ずる 

「ポート ( COM と LPT )」、 「モデム」、 r ユニバーサルシ 
リアルバスコントローラ」の下にすベての FOMA 通 
信設定ファイル（ドライバ)名が表示されていることを 
確認します。 

♦ COM ポート番号は、お使いのバソコンによって異な 
0ます。 



「FOMA 通信設定ファイル J (ドライバ)をインスIルずると、 L ソ下のドライバびインスIルされま 
す。 


デ A " イスを 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)名 

ポートに OM と LPT ) 

■FOMA P 0 白巨 Command Port 

■FOMA PO 日 目 OBEX Port 

モデム 

■FOMA PO 已巨 

く Windows 7 、 Windows Vista の場合> 
ユニバーサル シリアルバスコント □ー ラ 
<Windows XP の場合> 

US 巨 （Universal Serial 日 us )〕 ントローラ 

■FOMA PO 已巨 
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FOMA 通信設定ファイル （ ドライバ)をアンインス I ルずる 

「FOMA ほ信設定ファイル J (ドライバ)のアンインスIルびお要になった場合(パージョンアップす 
る場合など)は、巧の手順で巧ってください。 

•必ず Administrator 権限または A ‘ ソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってください。 

1 FOMA 端末とパソコンび FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02(別売)で接続されている場合は、 FOMA 巧電機能付 USB 巧 
続ケーブル01/02を取りかず 

2 [0(スタート)トロールパネル J を開く 
► r プログラムのアンインス I Jl/J を開く 

<Windows Vista の場合> 

「宜（スタート)」一 r コント□-ルパネル」を開く一口 □グラムと機制を開く 
く Windows XP の場合 > 

「スタート」一 r コント□ールパネル」を開く一 r プ□グラムの追加と削除」を開く 

3 [FOMA P 06 B US 引を選巧し r アンインストールと変更 J をクリッ 
クずる 

<Windows Vista の場合> 

手順3のあとにユーザーアカウントの制御画面び表示された場合は、 r 続行」をクリックずる 
<Windows XP の場合> 

「FOMA P 0 巨 B USB 」 を選択して、 r 変更と削除」をクリックする 

4 roKj をク U ックずる 

5 r はい J をクリックして Windows を再起動ずる 

■(上でアンインストールは終了です。 

• r しル1え」をク U ックした場合は、手動で再起動をしてくださし、。 


お知らせ 


■「 F 日 MA 通信設をファイル」（ドライバ）をインストールずるときに、途中でバソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケー 
プル01/02を抜いてしまったり、 r キャンセル」ボタンをク U ックしてインストールを中止してしまった場をは 、 「FOMA 
通信設定ファイル」（ドライバ)が正常にインストールされない場合びあります。このような場合は、 rP -0 已巨巧 CD - ROM 」 
内の rP 06 日 _ un . exe 」 のを実行して 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)を一度削除してから、再度インス! -- ルし直し 
て < ださい。 

下のフォルダ内の rP 06 B _ un . exe 」 を実行してください。 

Windows 7 32ビット版： 「 PO 巨巳 _ USB _ Driver 」 一 rwin 7_32」 

Windows 7白4ビット版： 「 P 06 巳 _ USB _ Driver 」 一 rwin 7_64」 

Windows Vista 32ビット版： 「 PO 巨日 _ US 日 — Driver 」 一 「 WinVista 32」 

Windows Vista 巨4ビット版： 「 PO 巨巳 _US 日 — Driver 」 一 rWinVista 64」 

Windows XP :「 PO 白巨 _ USB _ Dnver 」 一 rWin _ XP 」 
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< ダイヤルアツプ通信ヴービス> 

Bluetooth 通信を準備ずる 


己 luetooth 通信が応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続して、データ通信を行います。 


_ 初めてパソコンと接続ずる _ 

初めて FOMA 端末に接続ずるパソコンの場含、パソコンを FOMA 端末に登録しまず。 

1 |menu| ►便がツール ►Bluetooth ►ダイヤルアップ登録待機 

•「0 ►本体 設定 ►外部 接続 ►巨 luetooth ►ダイヤルアップ 登録待機」の操作を行っても r ダイヤルアップ登録待徽 
を設定でさまず。 

•解除する場合は待機中に NH (|3 a ) を巧します。また、待機中に已分間接続びなかった攝合は自動的に解除されま 
す。 

•接続待機中は r @ (青色)」び点なします。 

2 パソコンか5日 luetooth デ/ V イスの巧索と機器登録をずる 

• FOMA 端末が接続待機中に、バソコンで機器登緑を行ってくださし、。 

*バソコンの操作ち法の詳細は、ご使用になるパソコンの取扱説明書をお読み<ださし、。 

(ご覧になる取扱説明書によコては、 r 検尉の代わりに r 探尉またはけーチ」、 r 機器登録」の代わりに「ペアリング」 
と表記されています。） 

3 接続要巧の画面が表示された srYEsj を選択 


4 日 luetooth パ スキーを 入力 

• Bluetooth ； くスキーは半角英数字で4〜1已巧入力できます。 

• FOMA 端ホとパソコンに同一の Bluetooth バスキーを入力してください。 

5 パソコンが機器登録をれワイヤレス巧続が開始をれる 

接続び完了ずると、 r @ (青色)」び点滅しまず。 


さ ダイヤルアップ登録を M 


Pers 加 al Computer 
から接続要求がありました 
接続しまずか？ 



[N0 I 




お知らせ 


•ダイヤルアップ登録待機中は へッ ドセットサービスまたは八ンズフリーサービスの接続待機はでさません。 

■パソコンに FOMA 端末を登録する際、バソコンが複数の機器を検索した場合は、機器名称で FOMA 端末を判別してくださ 
し、パソコンび同一名称の機器を複数検索した場合は、機器アドレスで判別してください。 

■ダイヤルアップ登録待機中は、周囲のすべての日 luetooth 機器から検索されまずび、ダイヤルアップ通信サービス切外の 
サービスは接続で走ません。 


■登録済みのパソコンと接続ずるには 

登録済みのバソコンから FOMA 端末に接続する場含、 r 接続待機」で r ダイヤルアップ」を接続待機に設定しておけば、バソコ 
ンから接続操作を行ラと FOMA 端末に接続でさまず。 

「ダイヤルアップ登録待機」中でを接続でさます。 


10 











_ モデムの確認をずる _ 

通信の設定を行ラ前にご使用になるモデムのモデム名やダイヤルアップ接続用に設定された COM 
ポート番号を確認しておきます。 


Windows 7の場合 


1 rg (スタート) > r デパイスとプリンタ ー J を開く 
2 rpo 6 Bj を開 <►! ■八ードウエア J タブをク y ックずる 
3 モデムちまたは COM ポート番号を確認ずる 


Windows Vista、Windows XP の場合 


1 riEi (スタ—卜) j ^ r コントロールパネル J を開く 
► r システムとメンテナンス J を開< 

く Windows XP の場合 > 

「スタート」一 r コント□ールパネル」を開く一 r バフオーマンスとメンテナンス」一 r システム」を開く 

2 [八ードウエアとデバイスを表示 J を開く続行 J をクリックずる 

< Windows XP の場合 > 

「 A — ドウエア」タブをクリックー r デバイスマネージャ」をクリックする 

3 をデパイスをク y ックして、モデムちまたは COM ポートま号を確認 
ずる 

「ボートに OM と LPT )」、 r モデム」の下にモデム名または COM ボートま号び表示されていまず。 


_ ダイヤルアップ通信サービスを停止ずる _ 

接続中のダイヤルアップ通信ヴービスを停止します。 

1 @ ►便利 ツール ►日 luetooth ►登録 機器リスト 

*「0 ►本体 設定 ►外部 接続 ►巨 luetooth ►登録 機器 U スト」の操作を行っても登婦機器 U ストの画面び表示されま 
す。 

2 巧続中の巳 luetooth 機器を還が 
3 ダイヤルアップ ►YES 

ダイヤルアツプ通信サービスび停止します。 
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ドコモコネクション7ネージャ 


「ドコモコネクションマネージャ J は、定額データ通信および従量データ通信を行ラのに傾利なソフト 
ウェアです。 m 叩 era U のお申込やお客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行なうこと 
びできます。また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確認ずることもでをまず。 



初期設定では表示されません。 - 

詳しくはドコモコネクションマネー 
ジトのヘルプをご覧くださし、。 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


本書では、「ドコモコネクションマネージャ」のインストールち法までをご案内いたします。 

端末を使ってインターネットに接続するたゆには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネットサービスプロバイ 
ダ ( mope 旧 U など)のご契約び必要です。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


■従量制データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む)のご利用について 

パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧、データのダウンロード(例:アプリケーションや音楽•動画 
データ、 OS - ウイルス対策ソフトのアップデート)などのデータ量の多い通信を行ラと、通信料び高額となる場合があり 
まずのでご注意ください。なお、本 FOMA 端ホをバソコンなどに US 日ケープルで接続してデータ通信を行う場合は、 
FOMA のパケット定額サービス r パケ•ホーダイ丄 r パケ•ホーダイフル」の定額巧象が通信とな0ますのでご注意 < ださ 
い。 

■定額データプランのご利用について 

定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プラン-インターネットサービスプ n バイダにご契約 
いただく必要があります。詳し < はドコモのホームページをご確認くださし、。 

■mopera のご利用について 

接続設定方法については mope 旧の ホームページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / support / index.html 
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ドコモコネクションマネージャをインス!ルする前 I ; 


_ インス I ルの流れ _ 

FOMA 端末と FOMA 巧電機能巧 US 巨接続ケーブル01/02(別売)または 、 FOMA US 巨接続 
V ケ-ブル(別売)を用意する 

ステップ 

•4 サービスおよびインターネツトサービスプロバイダの契約内容を確認ずる 

ドコモコネクションマネージャ」むがの接続ソフトがインス I ルされている場含は、自動の 
V に起動しないよラに設定を変更する 

*「ド〕モコネクションマネージヤ」 iU 外の接続ソフトのご利用については P .] 3参照。 


■Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインストールする前に、 Internet Explorer のインターネットオプションで、接続の設定を「ダイヤルしない」に 
設定してください。 

1 . Internet Explorer を起動し、「ツール」 

^「インターネットオプション」を選択する。 

2. 「接続」タブを選択し、 r ダイヤルしない」を選おする。 

3. rOK 」 をクリックする。 



お知らせ 


<1■ドコモコネクションマネージャ」攻外の接続ソフトの利用について> 

■本ソフトには、下のソフトと同等の機能び搭載されているため、下のソフトを同時にご利用いただく必要はありませ 
ん<。 

必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインス!-ールを実施してください。 

※同時利用いただ<必要のないソフト 

■mopera U かんたんスタート -U かんたん接続設定ソフト 

■FOMA PC 設定ソフト ‘FOMA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (公お無線 LAN 接続)を利用する場合、下の公衆無線 LAN 接続ソフトはアンインストールをおこ 
なって<ださい。 

※政下のソフトを同時にインス I ルした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

■U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティプログラム 
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ドコモコネクションマネージャをインス I ルする 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信や目 4 K データ通信を行うには、通信に関ずるさまざま 
な設定げ必要でず。 

「ドコモコネクションマネージャ J を使ラと、簡単な操作でダイヤルアップ、通信設定最適化や接続巧 
( APN ) の設定びできます。 

•必ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持ったユーザーで巧ってください。 

* 起動しているアプリケーションをずベて終了してください。 

ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムもお了しまず。 

(例)タスクトレイに表示されているアイコンをちクリックし、 r 閉じる」または r 終了」を選択しまず。 

1 付属の rP -06 B 用 CD - ROMJ をパソコンにセツトずる 




r インターネツト巧続 J をクリツ 
クずる 

♦ r ドコモコネクションマネージャ」のインス!ル中 
にこの画面び表おされた場合は画面を閉じてくださ 
い。 


r 本 CD - ROM か目の FOMA デー 
夕通信の設定方法 J の操作⑤にあ 
る r インストール J をクリック 
► r 実行 J をクリック 
► r はい J をク IJ ックずる 

•Windows Vista の場合、「はい」の代わりに「続行」を 
ク U ックします。 

•Windows XP の場合、ユーヴーアカウントの制御画面 
は表示されません。 



Windows XP で、 MSXML 6 ’Wireless LAN A 円び環境にない場合は、「ドコモコネクションマネージャ」をイン 
ス I -ールする前に、それらをインストールする必要があ0ます。確認の画面び表おされたときは 「 Install 」 をクリッ 
クして、 MSXML 己 - Wireless LAN A 円をインストールします。 MSXML 白 -Wireless LAN 冉 PI のインストール完 
了後、 Windows を再起動すると、自動的に「ドコモコネクションマネージャ」のインス!-ールびはじまります。 
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巧ぺージにつヴ< 






























































r 巧へ j をク y ックずる 


ミ主意事頃をご確認のうえ、 r 巧へ J 
をク y ックずる 


ほ用許諾契約書の内容を確認の 
5え、契約内容に同意ずる場合 
は、 r ほ用許諾契約の条項に同意 
しまず J を選択し、 r 巧へ J をク 
y ックずる 


インス I ル巧のフォルダを確 
認して、 r 巧へ J をクリックずる 





InstalShdd 

r <賊8) ill ijr キヤシもレ1 


を! ロモ 



インスト-ルモの对ルタ 

docomo 

この九ルタにインスト—ルする巧をは、な AJ を巧してくだれV gl| の丸ル巧こイ 
ンスト-ルする巧会は、巧至 J を巧しまん 

J - 一 4 ド〕モコネかンヨンマネ-ジVのインスト-ル先： 

C 夕 Program 円 e#NTT DOCOMO!<dcm_connect_mngM 


巧 似… i 


InstalShdd — ... . — 

I < 尉似矿 ;かか)> J r キ，シ。レ I 
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巧ぺージにつヴ< 


















































































r インストール j をクリツクずる 

インストールがはじまりまず。 


r 完了 J をクリックずる 

これでインス I ルは完了です。 
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ドコモコネクション7ネージャを起動する 


1 [ 0 ( スタート) J^r ずべてのプログラム J^rNTT DOCOMOJ 
►r ドコモコネクションマネージャ J 
►r ドコモコネクションマネージャ J 

「ドコモコネクションマネージャ」び起動します。 

2 初回起動時には、自動的に設定ウィザードが表示されまず。 

け降はソフトの案内に従って操作•設定をすることで、インターネットに接続する準備が整います。 

詳しくは、 r ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル. pdf 」 をご覧ください。 



■切断ずる場合 

プラウヴソフトや;ールソフトを終了しただけでは、通信は 
切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ず r ドコモコネクション 
マネージャ」の r 切軌する」をク U ックして通信を切断してく 
ださい。 

0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自 
動的にソフトウエアび更新され、バケツト通信料び高額とな 
る場合びございますのでごま意ください。 


ドコモコネ■クシヨン7みージ P 

I . - I [5» i X J 

目にュ - ， A »定 

半 H 金？ヘルフ< 

[ ^ jl " 罕 "zone "64 K デ-夕 attl 

〇バケツト【な W アク它スポイシトに巧技 tf ち了しミした • 

通€をち了するには阳》ずるげタンを押してください， 

Till 


巧ち巧 mopera U (往呈） 

j 垣呈 3S 9.20之 KK イト (2,S07 パケット） 

148円 



接続/切断ボタン 
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「ドコモコネクションマネージャ J を使わずに、パケット通信の接続を設定ずるち法について説明しま 
す。 

パケット通信では、パソコンか6さまざまな設定を行う場ちに AT コマンドを使用します。設定を行う 
ためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要でず。ここでは、 Windows 標準添巧のり\ 
イパーターミナル J を使って説明しまず。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera 川または 「m 叩 eraj をご利用になる場台は、接続巧 
( APN ) の設定 ( P .21 参照)は不要でず。 

発信者番号通知/非通知の設定 ( P .24 参照)はお要に応じて行います。 （ rmopera 川または 
rm 叩 eraj をご利用の場ちは、「通知」に設定する必要びありまず。） 

•Windows 7 , Windows Vista は 「 A イパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7 、 Windows Vista の場合は、 
Windows 7对応または Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください。（ご使用になるソフトの設定に従ってく 
ださい。） 

< AT コマンドによるパケット通信設定の流れ> 


COM ポート番号を確認する （ P .1 9参照） 


AT コマンド入力をヴポートずる通信ソフトを起動する （ P .21 手順3参照） 


接続巧 ( APN ) の設定をずる （ P .22 手順7参照） 


発信ち番号の通知/非通知を設定ずる ( P .24 手順2参照） 


その他の設定をずる （ P .36 参照） 


通信ソフトを終了する （ P .23 手順9参照) 


■ AT コマンドについて 

• AT コマンドとは、モデム制御用の〕マンドです。 FOMA 端末は AT 〕 マンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の 
AT コマンドをサポートしています。 

♦ AT コマンドを入力することによって、バケット通信や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確認(表示)びで去ます。 
•入力した AT 〕 マンドび表示されない場合は 「 ATE 1回」と入力してください。 
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_ COM ポートを号を確認ずる _ 

手動で通信設定を行5場台、 「 FOMA 通信設定ファイル J (ドライバ)のインス I ル後に組み込まれた 
[FOMA P 06 BJ (モデム)に割り当て5れた COM ポート番号を指定ずる必要びありまず。確認ち法は 
ご利用になるパソコンの OS によって異なります。 

• ドコモのインターネット接続サービス rmopera U 」 または 「 m 叩 era 」 をご利用になる場合、接続先 ( APN ) の設定が不要な 
ため、モデムのを詔をずる必要はありません。 


Windows 7の場台 


1 r 回(スタート) J ►ロン トロールパネル J を開く 

•r 表示ちま」が r カテゴリ」の場合は、 r 大去いアイコン」または r ルさいアイコン」に変更します。 

2 r 電話とモデム J を開く 

3 r 前5地肩報 J の画面が表示をれた場合は、怖が局番/エリアコード J 
を入力して、 roKj をクリックずる 

4 r モデム J タブを開宝、 rFOMA 
P0 巨 BJ の愼続巧 J 欄の COM 
ポートを号を確認して、 roKj を 
ク IJ ックずる 

•日 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用 
の巨 luetoothU ンク経由標準モデムまたは 
日 luetooth 機器メーカび提供している Bluetooth モ 
デムの r 接続先」欄の COM ポート番号を確認してくだ 
さい。 

•摧認した COM ポート番号は、接続先 (APN) の設定 
( P . 吕1参照)で使用します。 

•プ〇バティ画面に表おされる内容および COM ポート 
番号は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows Vista の場合 


1 [■!( スタート ) J ►!" コントロールパネル J を開く 

2 ロントロールパネル J のりトドウエアとサウンド J か sr 電話とモデ 
ムのオプション J を開< 

3 r 所在地情報 J の画面が表示された場合は、怖か局ま/ェリアコード J 
を入力して、 roKj をクリックずる 
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4 r モデム j タブを開を、 rFOMA 
P06 引の愼続巧 J 欄の COM 
ポートま号を確認して、 roKj を 
ク y ックずる 

•日 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用 
の巨 luetoothU ンク経由標準モデムまたは 
日 luetooth 機器メーカび提供している团 uetooth モ 
デムの r 接続先」欄の C 曰 M ポート番号を確認してくだ 
さし、。 

• 醒認した COM ポート番号は、接続先 ( APN ) の設定 
( P . 吕1参照)で使用します。 

•プ〇バティ画面に表示される内容および COM ポート 
番号は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows XP の場合 


1 r スタート J ►!" コントロールパネル J を開く 

2 [コントロールパネル J の[プリンタとその化の八ードウエア J か sr 電 
話とモデムのオプション J を開< 

3 r 所在地情報 J の画面が表示された場合は、怖外局ま/ェリアコード J 


を入力して、 roKj をクリックずる 

4 r モデム J タブを開を、 rFOMA 
P06 引の階続巧 J 欄の COM 
ポート番号を巧認して、 roKj を 
ク y ックずる 

•日 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用 
の巨 luetoothU ンク経由標準モデムまたは 
日 luetooth 機器メーカび提供している日 luetooth モ 
デムの r 接続先」欄の C 曰 M ボート番号を確認してくだ 
さい。 

•確認した COM ポート番号は、接続先 ( APN ) の設定 
( P .21 参照)で使用します。 

•プ□バティ画面に表おされる内容および COM ポート 
番号は、お使いのパソコンによって異なります。 


モまとモデムのオブク ヨン 


げイヤル他 Bl モデム[詳嘘旋丄 


を、 ホ®巧.むスト-ルされています(凹): 


モデム 

巧巧先 


なち単56000 bps モデム 

C0M1 


[ 風！〇⑩ — 」〔肖I齡吸 ) 〔ブ□パテイの ] 


[ 0K I [ キサンむレI 巧用必 
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_ 巧続巧 ( APN ) の設定をずる _ 

パケット通信を行う場台の接続巧 ( APN ) を設定しまず。接続巧 ( APN ) は10個まで登録でき、1〜10 
の rcid 」（ P .23 参照）といラ番号で管理されまず。 

rm 叩 era U 」 または rmoperaj をご利用になる場含は、接続巧 ( APN ) の設定は不要でず。 

ここでは接続巧 ( APN ) が rXXX . abcJ で、 FOMA 巧電機能巧 US 己接続ケーブル01/02(別売)を利用 
した場含を例として説明します。実際の APN はインターネットサービスプ□バイダまたはネットワー 
ク管理者にお問い台わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 ( P .27 参照)での接続巧番号となります。 


Windows XP の例 


1 FOMA 端末と FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02を接続 
ずる 



4 


FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末と接続した FOMA 巧電機 
能付 US 日接続ケーブル01/02をパソコンに接続ずる 


八イパーター5ナルを起動ずる 

r スターり — r ずべてのプログラム」 — r アクセサ ij 」— r 通信」—り夕ーミナル」を開きまず。 

A イバーター5ナル起動後に、 r 『既定の TelnetJ プログラムにしまずか？」と表おされた場合、任意で設定しまず。設 
定内容につきましては、 A ’ ソコンメーカおよびマイクロソフトにご確認ください。 


r ち前 J の欄に任意のち前を入力 
して、 roKj をク y ックずる 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 


巧疫の設定 


^ ¥/ iU 觸椅 

るおを入力し' アイエ巧进んでく微、: 
るお咱): 


[Samplel 



g 霉邀嗓感圓巧游 

I 0 K ] I キザル I 


21 


巧ぺージにつヴ< 

















巧続方法を選択ずる 

く 「FOMA P 0 目巳」の COM ポート番号を選択できる場含> 


「接続ち法」で 「FOMA P 06 B 」 びインストールされた 
COM ポート番号を選択してに K 」 をク U ックしまず。 
このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例としてに 0 M 3」 を選択します。実隙に r 接 
続ち効で選おする 「FOMA P 06 巨」の巳 0 M ポート番 
号については P . 19参照。 



COM ら 

TCP/IP (Winsock) 


く 「FOMA P 0 目 B 」 の COM ポート番号を選択できない場合> 


「キャンセル」をク U ックして「接続の設赴画面を閉じ、 
次の操作を行って<ださい。 

( 1 ) r ファイル」メニュ ー- -「プ□パティ」を選択しまず。 

(2) に ample のプ□パティ」画面の r 接続の設赴タプの 
r 接続方法」の欄で 「FOMA P □巨 B 」 を選択します。 

(3) 個/地域番号と市が局番を使う」のチェックを外し 
まず。 

(4) r 日 K 」 をク U ックします。 

このあと手順7へ進んでくださレ。 



0 K 1厂キサン忆 I レ1 


COM ポートを号のプロパティが表示をれるので、 rOKJ をクリックず 
る 

♦手順己で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 


接続巧 ( APN ) を設定ずる 

AT + CGDC 日 NT 二 cicrPDP - typeVAPN " の形式で入力します。 
cid :己〜] 0までのうち任意の番号を入力します。 

※ずでに cid び設定してある場合は、設定び上書きされまずので注意してください。 
iipDPjiype " については" PPP " または" IP " と入力します。 

" APINTAPN を""で囲んで入力します。 

(例： cid の已番に XXX . abc という冉 PN を設定する場合） 

AT 十 CGDC 已 NT 二己." PPPVXXX . abc " 

入力後回を巧して、 0 K と表示されれば APN の設定は 
完了でず。 

•現在の APN 設定を確認したい場合は、 

「 AT 十 CGDCONT ? 回」と入力しまず。 

APN 設定び一覧で表示されます。 


ファイルのおまをまモ M 巧憎のおさのヘルフが 
□巧 S 〇 e 窗 


fiT-CGDC0NT=5. "PPP" , "m. abc"_ 
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roKj と表示されることを確認ず 
る 



ファイルむおまをまモ M ぶ言に〉お巧のヘルフが 
□ 巧 • S . 凸-台面 


AT+CGDC0NT=5, "PPP " ， • ぶ W.abc" 
OK 


巨固网 


0 r ファイル J イニユー ►!" 八イパーターミナルの終了 J を選択して、八イ 
パーター 5ナルを終了ずる 

• r 現在、接続されています。切斬してちよろしいでずか？」と表示されたとさは、 r はい」を選択してください。 

• r セツシヨン XXX を保存しますか？」と表示されますび、特に保存する必要はあ0ません。 


お知らせ 


•接続先 ( APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、異なる FOMA 端末を接続する場却ま、再度 FOMA 端末に接続 
先 ( APN ) を登録ずる必要びあります。 

* パソコン側の接続先 ( APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 番号に同一接続先 ( APN ) を FOMA 端末に登録してくださし)。 
* 入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATEl 白]」と入力してください。 


■cid (登録番号)について 

FOMA 端末には cidl から cidlO までの登録番号びあり、お買い上げ時、 cidl には 「 mope 旧. ne . jp 」 び、 cicl 2 と cidS には 
「m 叩 era . net 」 が、 cid 4 には 「 mpr . ex - pkt . net 」 び接続先 (APN) として登録されています 。 「m 叩 era U」、「m 叩 eraJiU 外に 
接続ずる場をは、 cid 己〜10のいずれかにプロバイダまたはネットワーク管理者より指おされる接続先 (APN) を設定する 
必要があります。 

お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 (Cid) 

接続先 ( APN ) 


mopera . ne.jp ( PPP ) 

2 

mopera.net ( PPP ) 

3 

mopera.net ( IP ) 

4 

mpr . ex - pkt.net ( PPP ) 

己〜] 0 

ホ設定 


■cid に登録した接続先 ( APN ) に接続ずるときの r 電話番号」について 
「本日 9* * 本 <cid 番号 >#J 

(例) cid 己に登緑した接続先 ( APN ) に接続する場合 
本99本本本已# 

■接続先 ( APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 ( APN ) 設定の IJ セット/確認を AT コマンドを使って行います。 

接続先 ( APN ) 設定のリセット 

1」セットを行った場合、 cidl の接続先 ( APN ) 設定び 「 mope 旧. ne . jp 」 湖期値)に、 cicl 2 と cid 3 の接続先 ( APN ) 設定び 
「 mopera . net 」 湖期値)に、 cicl 4 の接続先 ( APN ) 設定び 「 mpr . ex - pkt . net 」 （初期値)に戻り、 cid 己〜10の設定は未登録と 
なじます。 

(入力ち法） 

AT 十 CGD 巳 0 NT 二回（すべての cid を U セツトずる場合） 

AT 十 CGDC 0 NT 二 〈 cid 〉 囚（特定の cid のみ U セツトする場合） 

接続先 ( APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させまず。 

(入力ち法） 

AT 十 CGDC 0 NT ? 回 
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_ 発信をを号の通知/巧通知を設定ずる _ 

パケット通信を行ラとさに、通知/非通知設定(接続巧にお客様の発信者番号を通知ずるかどラかの設 
定)を行えます。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十分にごま意ください。発信 
者番号の通知/非通知設赶ま、ダイヤルアップ接続を行う前に AT コマンドい DGP 旧コマンド)で設 
定でさます。 


1 r 八イパーターミナル J などの通信ソフトを起動ずる 

•「 A イパーター S ナル」での操作ち法については P .2 1参照。 




ホ DGPIFn マンド ( P .38 参照) 
で発信ちを号の通知/巧通知を 
設定ずる 

•発信/着信応答のときに自動的に184(非通知)を付 
ける場合は、 



rAT * DG 円 Fi こ]回」と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186(通知)を付ける場合は、 


rAT * DG 円 R =2 囚」と入力します。 


roKj と表示されることを巧認ず 
る 



お知らせ 


• ドコモのインターネッ ト 接続サービス 「mopera U 」 または 「mope 旧」 をご利用になる場合は、発信ち番号を「通抑に設定 
する必要びありまず。 

■入力した AT コマンドび表示されない場合は 「 ATEl 回」と入力してください。 


■ダイヤルアップネットワークでの通知/巧通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 ( P .27 参勵でも、接続先の番号に 1 日6(通知)/184(非通知)を付けることができま 
す。 

* DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で186(通知)/184巧 f 通知)の設定を巧った場合、 UTF の 
ようになります。 

ダイヤルアップネット 
ワークの設定 ( cid 二3の 
場合） 

中 D 已円 R コマン円こよる 
通知/非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

ホ 曰白 ホホホ 3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

] 84 ホ 9 呂ホホホ 3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワークの184び優先される） 

非通知 

通知 

] 8巨 ホ 9 呂ホホホ 3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワークの18已び優先される） 

非通知 

通知 

■ r mopera U 」 または 「 mope 旧」に接続する場合は、発信者番号の通知び必要です。 
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Windows 7 でダイヤルアップ ネットワークの設定をずる 
1 [0 (スタート) J 

►r コント□—ルパネル J を開< 

►T インターネットへの巧続 J 
► r ダイヤルアップ J をクリック 
ずる 

•すでに接続先び設定済みの場合は、既存の接続を使用 
するかどラかの確認画面び表示されます。この場合、 

「いいえ、新しい接続を作成しまず」にチェックを付 
け、 r 次へ」をク U ックします。 


2 モデムの選択画面が表示をれた場合は、 rFOMAPOBBJ をクリックずる 

•日 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデムまたは团 uetooth 機器 
方一力が提供している巨 luetooth モデムのみチェックを付けてくださし、。 

•モデムの選択画面は、複数のモデムが存在するときのみ表示されまず。 



どのぶ5な方法でしますび？ 

ブ□-ドバシド （PPP0E)(R) 

^ユーブーちと/なつードげ必至 g DSL 壬たはケースのをって撒し壬す 

ダィサルアップ (D) 

ダイサルアップモテたまたは ISDNSCS してがしま T. 

通おにつし1了の SB 斤元しま子 

巳キ V ン包レ—] 


3 r 巧続ち J の欄に任意のち前を入 

力ずる 

•ここでは例として rs 冉 MPLE」 と入力します。 



インターネットサービスプ□バイダー (ISP) の巧 S を入カレます 


ダィサルァリプの《3#<%(かが… 3* 


ュ_ザ-名 (U); [ISP か5巧ち5打たユーブーる] 


口 SP か6倘^?1むなつ一鬥 
田/なつードの义»をき示する 【S) 
B このなつードを記*ずる附 




® 臣化の人がこ圧^をホうこと®巧巧す S(A) 

このスプシ3ンによつて，このコンピューターにアク它スザち37ベての人がこをな 
走る<£5にな0ま T. 



4 r ダイヤルアップの電話番号 J の欄に接続巧ま号を入力ずる 

• mo 口別 a U に接続する場合、接続先ま号には r*99* * *3#」を入力しまず。 
mo 日 era UL3 外の接続先ま号については P.23 参照。 

5 r ユーザーち j、r パスワード J の欄にインターネットサービスプロバイ 
ダまたはネットワーク管理者か5指定されたユーザーちとパスワー 
ドを入力して、 r 接続 J をクリックずる ► r スキップ J をクリックずる 

• mope 旧 U または mope 旧へ接続ずる場合は、ユーヴー名と/(スワードは空欄で&接続でをます。 

•ここでは、すぐに接続せずに設定の確認のみを行います。 

0 [閉じる J をク y ックずる 

7 (スタート) j^r コントロールパネル J を開く 

►r ネットワークのが態とタスクの表示 J 
►r アダプターの設定の変更 J をク y ツクずる 
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8 設定巧みの接続巧を選んで、ちク 
リックか sr プロパティ J を選択す 
る ► r を瓶 J タブで設定を確認する 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場含は、 
r 接続の方法」の欄で r モデムー FOMA P 0 白巨」または 
「モデムーご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデムま 
たは巨 luetooth 磯器メーカが提供している巨 luetooth 
モデムの名前」にチェックが付いているのを確認しま 
す。チェックび付いていない場台には、チェックを付け 
ます。また、複数のモデムにチェックび付いている場合 
は、立 J ボタンをク U ックして r モデム ー FOMA 
P 0 白巨」または r モデムーご使用の巨 luetoothU ンク経 
由標準モデムまたは巨 luetooth 機器メーカび提供して 
いる巨 luetooth モデムの名前」の優先順位を一番上にす 
るか、「モデムー FOMA P 0 巨 B 」 または r モデムーご使用 
の巨 luetoothU ンク経由標準モデムまたは日 luetooth 
機器メーカび提供している日 luetooth モデムの名前 」 iU 
外のモデムのチてックを外して < ださし、。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合にはチェックを外します。 

•「FOMA P 0 巨巨」またはに'使用の巨 lue 扣 othU ンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器メーカび提供している 
巳 luetooth モデム」に割り当てられる COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 

• mope 旧 U に接続する場合、接続先番号には「*99* **3#」を入力します。 
mope 旧 U 政外の接続先番号については P .23 参照。 

9 r ネットワーク J タブをクリック 
して、各種設定を巧ラ 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、 r インター 
ネッ トプロトコルバージョン 4( TCP / IPv 4)」 を選択 
します。 

一般旧 P などに接続する場台の TCP / IP 設定は、 ISP ま 
たはネットワーク管理者に確認してくださし、。 


Iflr オプション J タブをクリックして、 rppp 設定 J をクリックずる 

11 ずべてのチ I ツクを外して、 
roKj をク y ックずる 



巴に？瓶長をほう旧 
□ y フトゥ I ァによる圧縮を巧う(… 

曰単ーリンク巧镜じタルてマルチリンウをネコシエ-卜する ( M 〉 


0 K I [ キヤンむレ I 




12 手順9の画面に戻り、 roKj をクリックずる 
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Windows Vista でダイヤルアップネットワークの設定をずる 
1 [«■ (スタ—卜) J ^ r 接続巧 J 

► r 巧続またはネツトワークをセツトアップしまず J をク y ツクずる 


r ダイヤルアップ接続をセット 
アップしまず J を選巧して、 
r 巧へ J をク y ックずる 



ブシヨシ g 通巧します 


A イン々ーキットに^しま T 

フイサレス.ブロードバンドまた:はダイれレアップによ5供 S® 砲します. 

^ 7イサレスルーターまたはアク它スポイシトの它タトアザプします 
がホー占/小ヒジネスのつイサード/つイサレスネゴトつーウを它 w トアツブレま T, 

№3に;^レます 

タイでルアップ壬には VPN 巧ちをたットアップし壬子. 


[ 巧へ【化 11>キン亡;レ J 


3 モデムの選が画面が表示をれた場合は、 rFOMA P06BJ をクリックずる 

•日 luetooth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデムまたは团 uetooth 磯器 
^^-力び提供してぃる团リ日化〇化モデムのみチェックを付けてくださぃ。 

•モデムの選択画面は、複数のモデムが存在するときのみ表示されまず。 


4 r 巧続ち J の欄に任意の名前を入 

力ずる 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



口 SP 力>6巧 g さ打た;なつード] 
B イロつードの巧を麦示す运尚 
B このつードを記 S する(の 



9 臣化の人がこを巧うことを巧巧する (A) 

このブプシ3ンにぶつて，このコンピユータにアクたスが S3T ベての人ザこ0：佑)5$巧え 
るぶいになります. 



F 搬の i ; ホロン c ； レ J 


I 搬の 1 [ ホロン c ; レ i 

5 r ダイヤルアツプの電話番号 J の欄に接続巧ま号を入力ずる 

• mo 日 e 旧 U に接続する場合、接続化き号には r *99* * *3#」を入力します。 
rmopera U 1 U 外の接続先ち号については P .23 参照。 


5 r ユーザーち j 、 r パスワード J の欄にインターネットサービスプロバイ 
ダまたはネットワーク管理者か5指定されたユーザーちとパスワー 
ドを入力して、 r 接続 J をクリックずる ► r スキップ J をクリックずる 

• mo 日 e 旧 U または mo 日 era へ接続ずる場合は、ユーヴー名と/(スワードは空欄でち接続でさます。 

•ここでは、すぐに接続せずに設定の確認のみを行います。 

7 r 接続をセットアップしまず J をク y ックずる 
► r 閉じる J をク y ックずる 

8 [店1(スタート) J ^ r 接続巧 J 

► 接続巧みのお続巧を選んで、ちクリックか5 r プロパティ J を選択する 
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g r を瓶 j タブで設定を確認ずる 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場含は、 
r 接続の方法」の欄で r モデムー FOMA P 0 白巨」または 
「モデムーご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデムま 
たは巨 luetooth 磯器メーカび提供している巨 luetooth 
モデムの名前」にチェックが付いているのを確認しま 
す。チェックび付いていない場合には、チェックを付け 
ます。また、複数のモデムにチェックび付いている場合 
は、立 J ボタンをク U ックして「モデム - FOMA 
P 0 白巨」または r モデムーご使用の巨 luetoothU ンク経 
由標準モデムまたは巨 luetooth 機器メーカび提供して 
いる巨 luetooth モデムの名前」の優先順位を一番上にす 
るか、「モデムー FOMA P 0 巨 B 」 または r モデムーご使用 
の巨 luetooth リンク経由標準モデムまたは日 luetooth 
機器メーカび提供している日 luetooth モデムの名前 」 iU 
外のモデムのチてックを外して < ださし、。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 0 巨巨」または r ご使用の BluetoothU ンク 
経由標準モデムまたは团 uetooth 機器メーカび提供している目 luetooth モデム」に割り当てられる COM ポート番 
号は、お使いのバソコンによって異なります。 

• mope 旧 U に接続する場合、接続先番号には r * 日 9* **3#」を入力しまず。 
mopera U な外の接続先番号については P .23 参照。 

1 nr ネットワーク J タブをク y ック 
して、各種設定を行5 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、 r インター 
ネッ トプロトコルバージョン 4( TCP / IPv 4)」 を選択 
します。 

「 QoS パケットスケジューラ」は必要に応じて設定して 
<ださし、。 

一般に P などに接続ずる場台の TCP / IP 設定は JSP ま 
たはネットワーク管理者に確認してください。 


肢1オブシ心||-たキユリティ J ネ，トヮ-。 共ち1 _ 

この巧院は;加)巧目を巧用します脚： 

「□ムインターネットブ □ トコルバージ3ン6 ( TCP / IPV 6) ] 

□ホ Microsoft ネツトワーウ用クライアント 


インスト- WN ).- I 巧アンインスト -JK 崎〔フ山巧べ R ) I 


巧巧 



コルです C ' 




0 K I にキサン它ル I 


11 [オプション J タブをク y ツクして、 rppp 設定 J をクリックずる 


12 ずべてのチェックをかして、 
roKj をク y ックずる 



13 手順10の画面に戻り、 roKj をクリックずる 
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Windows XP でダイヤルアップネットワークの設定をずる 
1 [スタート j ^ r ずべてのプログラム j ^ r アクセサリ j ^ r 通信 J 
► riif しい接続ウイザード J を開く 




r 巧しい接続ウイザード J の画面 
び表示された白、 r 巧へ J をク y ッ 
クずる 



r インターネットに接続ずる J を選択して、 r 巧へ J をクリックずる 


4 r 接続を手動でセツトアップずる J を選択して、 r 巧へ J をクリツクずる 


5 r ダイヤルアップモデムをほ用して接続ずる J を選巧して、 r 巧へ J をク 
y ックずる 




r デ/ V イスの還巧 J 画面び表示さ 
れた場合は、 rFOMA P 06 BJO 
みチェックを付けて r 巧へ J をク 
y ックずる 

♦ Blue 拉 oth 通信でワイヤレス接続する場合は、ご使用 
の团 uetoothU ンク経由標準モデムまたは 
Bluetooth 機器メーカび提供している Bluetooth モ 
デムのみチェックを付けて < ださい。 

• r デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在すると 
さのみ表おされます。 

r 旧 P ち J の欄に任意のち前を入 
力して、 r 巧へ J をクリックずる 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力しまず。 
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巧ぺージにつヴ< 






























S r 電話ま号 j の欄に接続巧ま号を 

入力して、 r 巧へ J をク y ックずる 

• mope 旧 U に接続する場合、接続先き号には r *99* 
* *3#」を入力しまず。 

mopera UL 3 外の接続先番号については P .23 参照。 


0 r ユーザーち j 、 r パスワード j 、 r パ 
スワードの確認入力 J の欄にイン 
夕ーネットサービスプロバイダ 
またはネットワーク管理者か白 
指定されたユーザーちとパス 
ワードを入力して、 r 巧へ J をク 
y ックずる 

•mopera U または mopera へ接続する場合は、ユー 
ヴー名とバスワードは空欄でち接続で去ます。 

Iflr 完了 J をク y ックずる 




11 [スタート j ^ r ずべてのプログラム j ^ r アクセサリ j ^ r 通信 J 
► r ネットワーク接続 J を開く 


12 ダイヤルアップのアイコンを選 
択して、 r ネットワークタスク J 
► r この接続の設定を変更ずる J 
を選がずる 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをク U ック 
します。 
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次ページにつヴ< 



































13 r を瓶 j タブで設定を確認ずる 

t パソコンに2台政上のモデムび接続されている場含は、 
r 接続ちま」の欄で「モデム - FOMA P 06 日」または r モ 
デムーご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデムまた 
は日1リ6化〇化機器>^-力が提供している日1此1:〇〇化モ 
デムの名前」にチェックび付いているのを確認します。 

チェックび付いていない場台には、チェックを付けま 
す。また、複数のモデムにチェックび付いている場合は、 

_ Ll ボタンをク U ックして「モデム — FOMA P 06 巨」ま 
たは r モデムーご使用の日 luetoothU ンク経由標準モデ 
ムまたは团 uetooth 機器メーカが提供している 
日 luetooth モデムの名制の優先順位を一番上にする 
か、 r モデムー FOMA P 06 日」または r モデムーご使用の 
日 luetoothU ンク経由標準モデムまたは Bluetooth 磯 
器メーカび提供している目 luetooth モデムの名前」 UI 外 
のモデムのチェックを外してください。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 0 巨巳」またはに•使用の巨 lue 扣 othU ンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器メーカび提供している 
日 luetooth モデム」に割り当てられる COM ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 

• m 叩 era U に接続ずる場合、接続先番号には「*99* * *3#」を入力します。 
mope 旧 U 政外の接続先番号については P .23 参照。 

14 r ネットワーク J タブをク y ック 
して、各種設定を行5 

「呼び出ずダイヤルアップサーバーの種類」の欄は、 
rPPRWindows 9己/ 98/ NT 4/ 吕〇〇0, Internet 」 を 
選択します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、 r インター 
ネッ トプロトコル( TCP / IP )」を選おします。 

「 QoS パケットスケジューラ」は設定変更びできません 
ので、そのままにしておいてください。 

続いて r 設定」をク U ックします。 

一般に P などに接続する場台の TCP / IP 設定は、 ISP ま 
たはネットワーク管理者に確認してくださし、。 


•• SAMPLE のブ。"ティ r? お ) 



，• SAMPLE のブ D " ティ ロか ) 



15 ずべてのチ I ツクをかして、 

roKj をク y ックずる 



1 g 手順14の画面に戻日、 roKj をクリックずる 
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ダイヤルアップ接続する 


Windows 7でダイヤルアップ接続する 

P. 已の手順に従って、 FOMA 端末とバソコンを接続しまず。 



rB (スタ—卜) J ^ r コントロールパネル J を開く 
► r インターネットへの接続 J をクリックずる 


r はい、巧巧の接続を選びまず J に 
チェックを付け、接続巧を選巧し 
r 巧へ J をク y ックずる 



田 et 畑^を任用しま子か？ 

© けいえ.新しレだましま子 ( C ) 
ホはい.田存な^ BS びます ( E ) 




〔 巧へ iEiiI 巳キ p ンむレ J 


3 巧客を確認して r ダイヤル j をクリックずる 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーヴー名とバスワードは空欄でち接続できまず。 


4 巧続中のが態を巧ず画面が表示 
される 

この間にユーヴーを、バスワードの確認などの□グオン 
処理び行われます。 


5 巧続完了を、 r 閉じる J をクリック 
ずる 

* ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧した 
り、電子;ールなどを利用でさまず。 



インター本ジ^•• S 巧をテストレていま T .. 


* - m 



〔スキけ【さ）1白キでン CJ レ>1 



インターホットに^古れています 


* - % 


寺ちすぐインターネジトを安房レます( I ) 


夕田インターホ V S に^ 7® には.タスクバーのネ !■ •ごーク 
アイコン S クリックしてか5,巧ました^«クリヴクします. 


「 awe) I 
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Windows Vista でダイヤルアップ接続ずる 

P . 已の手順に従って、 FOMA 端末とバソコンを接続しまず。 

1 ria (スタート) j ^ r 接続巧 J を開< 


2 接続巧を選}尺して r 接続 J をク 
y ックずる 


3 内容を巧認して r ダイヤル J をクリックずる 

• mopera U または mope 旧へ接続ずる場合は、ユーヴー名と J (スワードは空欄で扫接続でをまず。 



4 



接続中の巧態を示ず画面び表示 
される 

この間にユーヴー名、バスワードの確認などの□グオン 
処理び行われます。 


お続完了を、 r 閉じる J をク y ック 
ずる 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧した 
り、電子メールなどを利用できます。 
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_ Windows XP でダイヤルアップ巧続ずる 

P . 已の手順に従って、 FOMA 端末とパソコンを接続しまず。 




r スター KiK ずべてのプログラム > r アクセサリ > r 通信 J 
► r ネットワーク巧続 J を開く 


巧続巧を開< 

r ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定し 
た ISP 名 （ P .29 参照)のダイヤルアップの接続先アイコ 
ンを選択して r ネットワークタスク」-►「この接続を開始 
する」を選択するか、接続先のアイコンをダブルク1」ッ 
クします。 



内容を巧誘して r ダイヤル J をクリックずる 

♦ mope 旧 U または mopera へ接続ずる場合は、ユーヴー名とバスワードは空欄でも接続できます。 


4 接続中のが態を示ず画面が表示 
されまず 

この間にユーヴー名、バスワードの確認などの□グオン 
処理び行われます。 


5 巧続完了でず 

接続び完了すると、タスクバーのインジケータから、 

メッセージび数秒間表おされます。 

•ブラウヴソフトを起動してホームページを閲覧した 
り、電子;ールなどを利用でさまず。 

♦メッセージび表示されない場合は、接続先の設定を再度確認してください。 



お知らせ 


■ダイヤルアップ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアップ接続を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場台は、 
再度、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のインストールが必要になることびあります。 

■通信中は F 日 MA 端末のミ肖費電力び大きくなります。 

■パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 ~ pi 

「マ」(通信中、データ送信中） 「ム」（通信中、データ受信中） h し1 ヴ 


「卸」(通信中、データ送受信なし） (発信中、または切断中) 

「麼」(着信中、または切断中） 

•白 4 K データ通信中は、 FOMA 端末に r 暗」び表示されまず。 



通信を切因 i ずる 


1 タスクトレイのダイヤルアップアイコンをク 
y ックずる 


が 


10:00 

2010/11/18 


2 接続巧みの巧続巧を選択し、 r 切断 J をクリックずる 

<Windows Vista の 場合> 

r 接続 または切斷」を 選 おし r 切斷」をクリックして、 r 閉じる」をクリックずる 
く Windows XP の 場合 > 
r 切断」をクリックずる 


お知らせ 


■プラウヴソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない場合びあります。確実に切断するためには、この手順に従つ 
て回備を切断してください。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合びあります。 
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ットワークに接続でをないときは 


ネットワークに接続でさない(ダイヤルアップ接続びできない)場含は、まず切下の項目について確認 
して < ださい。 


こんなと重は 

こラします 

「 P -06 巨」がパソコン 
上で認識でさなし） 

-お使いのバソコンび動作環境 ( P .3 参勵を満たしているかを確認してくださし、。 

- 「 FOMA 通信設定ファイル」（ドライバ)びインストールされているか確認してください。 

- FOMA 端末びバソコンに接続され、電源び入っているか醒認してくださし、。 

- FOMA 充電磯能付 US 日接続ケープル01/02側売)びしっかりと接続されているかを確認し 
て < ださい。 

-巨 luetooth 機器がダイヤルアップサービスで接続されているかを確認して<ださし、。 

才目手先に接続でさない 

-1□(ューヴー名)やバスワードの設定び正しいかどうか確認してくださし、。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように発信者番号の通知が必要な場合、電話番号に「184」を 
付加していないかどラかを醒認してくださし、。 

-モデムのプロバティで r フ□-制御を使う」にチェックび付いていることを確認してください。 

-上記の確認を行っても相手先に接続できない場合は、インターネットサービスプ□パイダまた 
はネットワーク管理者に設定ち法などについてご相談<ださし、。 


_ 64 K データ通信の設定 _ 

「ドコモコネクションマネージャ」を使わずに、目 4K データ通信の接続を設定ずる方法について説明し 
まず。 


ダイヤルアップ接続と T 巳 P / IP の設定 


日 4K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP/IP の設定はパケット通信での設定 (P.1 8参照）と同じ 
でず。 

1U 下の点にま意して操作してください。 

*64 K データ通信では接続先 ( APN ) の設定をする必要はありません。ダイヤルアップ接続の接搞先にはインターネットサー 
ビスプ □バイダまたはネッ トワークの菅理若か目指定された接続ホの電話き号を入力してください 。 （mopera U に接続ず 
る場合は「*8701 」、 mope 「 a に接続ずる場合は r * 日601」と電話番号欄に入力してください。） 

• r 発信ち番号通知/が通知の設定」、 r その他の設定」は必要に応じて設定してください。 

( m 叩 era U または mopera に接続ずる場合、発信者蓄号の通知び必要でず。） 

■設定內容の詳細については、インターネットサービスプロバイダまたはネットワークの管巧ちにお巧い合わせください。 


接続•切断のしかた 


パケット通信での操作と同じでず。ド.17、ド.32、ド.34の手順に従って操作してくださし、。 
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AT37 ン 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設定や変更を行うためのコマンド(命を)でず。 

※み下コマンドー責では、下の略を使用していまず。 

[ AT ]： FOMA PO 巨 B Command Po けで使用できるコマンドです。 

[ M ]： FOMA PO 白 B (モデム)で使用でをるコマンドでず。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定び巧期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定びなをされるコマンドです。 

ATZ コマンドで設定値を呼び戻せまず。 


お知らせ 


* 外部機器から発信 ’ AT コマンド発信を行った場合、 2 inl の A モード、デュアルモード中は A ナンバー、日モード中は B ナン 
バーで発信します。 


_ AT コマンドの入力お式 ~ _ 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード画面で行います。必ず半角英数字で入力してくだ 
さい。 

•入力例 

ATD *99* * *1 # 口 

1」ターンマーク 

I -パラメータ 

-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ(数字や記号)を含めて、必ず1行で入力しまず。 


お知らせ 


•夕ーミナルモードとは、パソコンを]台の通信端末(夕ーミナル)のように動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文字び通信ボートに接続されている回線に送られます。 


オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコマンドモードに切り替えるには、 LU 下の2つの 
方法びありまず。 

•「+++」コマンドまたは rs2」 レジスタに設定したコードを入力しまず。 

•「AT&DIJ に設定されているときに、 RS-232C ※の ER 信号を OFF にしまず。 

•オンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに切り替える場合は、 「 ATO 回」と入力しまず。 

》 US 日インタフエースにより、 RS -23 吕 C の信号線びェミュレートされていますので、通信アプ U による RS -232 C の信号線 
制御び有効にな D ます。 


■設定のなをについて 

AT 十 CGDCONT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定、 AT 十 CGE 日 MIN / AT + CGE 日 REQ コマンドによる日 oS 設定、 
AT * DGAPL / AT * DGARL / AT * DG 冉 NSM コマンドによる着 f 言許巧-拒否設定、冉 T * DG 円 R コマンドによるパケット 
通信の番号通知•非通知の設定、および AT + CUR コマンドによる発番号通知制限の設定を陈さ、 AT コマンドによる設定は、 
FOMA 端末の電源 OFF - ON または外部機器の取り外し時に初期化されてしまいますのでご注意<ださい。なお、 [& W ] が付 
いているコマンドについては、設定後に rATSiW 3」 と入力ずることにより設定を保存できまず。このとき、 [ SiW ] び付いて 
いる他の設定値も同時に保存されます。これらの値は、電源 OFF - ON 後であっても、 「 ATZ 回」と入力することにより、設定 
値を復元でをます。 
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AT37 ン 


AT コマンド 

巧要 

バラメータ/巧巧 

コマンド!封前 J 

A/ 

直前に実行したコマンドを 


- 

A/ 


再実行します。またキヤ 



0K 

[M] 

1」ッジ U ターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端未のバージヨンを 


- 

AT%V 


表汀^します。 



Verl.00 

[M] 




OK 

AT&Cn 

DTE への回路 CD 信号の動 

n=0 : 

CD は常に曰 N 

ATSCl 

[M] 

作条件を違択します。 

n— 1: 

CD はネ目手モデムのキャ U アに応じて変 

OK 

に F][&W] 



化します。（初期値） 


ATSDn 

DTE か日到ブ取る回路 ER 

n=0 : 

ER の状態を無視します。（常に曰 N とみ 

AT&Dl 


1言号びオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


とさの動作を選択しまず。 

n— 1: 

ER び ON から日 FF に変化すると、オン 
ラインコマンドが態になります。 




ド己： 

ER び ON か!5日 FF に変化すると、オフ 


[M] 



ラインコマンド巧態になります。（初期 


に鬥に W] 



値） 


ATSEn 

接続時の速度表示の仕樵を 

n=0 ; 

無撼区間通信速度を表示します。 

AT&E0 

[M] 

選択します。 

n— 1: 

DTE シ U アル通信速度を表示します。 

OK 

[&F][&W] 



湖期働 


ATSFn 

ずべてのレジスタを工場出 

n=0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
ご n た場合、回線切断姐理 




[AT] 岡 

を行いまず。 




ATSSn 

DTE へ出力するデータセッ 

n=0 : 

DR は常に曰 N (初期値） 

ATaS0 

[M] 

トレディ信号の制御を設定 

n— 1: 

DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[&F][&W] 

します。 


日 N となります。 


ATSWn 

現在の設定値を記憶します。 

n=0 のみ指定巧能です。（省略可） 

- 

[M] 





AT*DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

0 : 

F 日 MA 端モのアンテナび圏列 

AT* DANTE 


す。 （0 〜 3) 

1: 

FOMA 端末のアンテナび0本または1本 

* DANTE;3 



2 : 

FOMA 端末のアンテナび2本 

OK 



3 : 

F 日 MA 端モのアンテナび3本 

AT ♦DANTE づ 
♦ DANTE 贿 -3) 

[AT] 岡 




OK 

AT*DGANSM=n 

バケット着信呼に対する着 

n=0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT*DGANSM=0 


信拒否/許巧設定のモード 


効にしまず。（初期値） 

OK 


を設定しまず。 

n— 1: 

着信拒否設定 （AT*DGARL) を有効 

AT*DGANSM? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

*DGANSM:0 


設定コマンド入力後のバ 

ド己： 

着信許可設定 （AT*DGAPL) を有効 

已 K 


ケット通信着信呼に巧し有 


にします。 


[M] 

効となりまず。 

AT*DGANSM? :現在の設定を表示します。 


AT*DGAPL=n 

バケット着信呼に対して着 

n=0 : 

<cid> で定義された APN を着信許巧リ 

AT キ DGAPL=0,1 

Lcid] 

信許可を行ラ APN を設定し 


ストに追加しまず。 

OK 


ます。 

n— 1: 

<cid> で定義された APN を着信許巧リ 

AT キ DGAP し？ 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

*DGAPL:1 


AT+CGDCONT で定義さ 



OK 


れた <cid> パラ乂ータを用 

<cid〉 び省略された場合には、すべての cid に 

AT*DGAPL=1 


います。 

適用します。 

OK 





AT*DGAPL? 

m 


AT*DGAPL? :着信許巧リストを表示します。 

OK 

AT*DGARL=n 

バケット着信呼に巧して着 

n=0 : 

<cid> で定義された APN を着信拒否リ 

AT*DGARL=0,1 

[加] 

信拒否を行ラ APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n— 1: 

<cid> で定義された APN を着信拒否リ 

AT*DGARL? 


APN 設定は、 


ストか5削除します。 

*DGAR し 1 


+CGDCONT で定義された 



OK 


<cid> バラ メータを 用いま 

cid び省略された場合には、すべての cid に適用 

AT*DGARL=1 


す。 

します。 


OK 

AT*DGARL? 

[M] 


AT*DGARL? :着信拒否リストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT*DG 円 R=n 

本コマンドの設定は、発信 

n=0: APN をそのまま使用します。（初期値） 

AT*DG 円 R=0 


時、着信時に有効となりま 

n=l : APN に" 184" を付加して使用しまず。 

OK 


す。 

(常に非通知） 

AT*DG 円 R? 


ダイヤルアップネットワー 

n=2: APN に"18日"を付加して使用します。 

*DGPIR:0 


クでの設定でを、接続先の 

(常に通知） 

OK 


ま号に186 (通胤/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とびでをます。 （P.24 参 

AT*DG 円 R? ;現在の設定を表示します。 


[M] 

昭） 



AT*DRPW 

費信電力指標を表示します。 

- 

AT*DRPW 


(0 :最小値〜7已：最大値） 


*DRPW:0 

[AT][M] 



OK 

+++ 

オンライン状 fig のとさ、エ 
スケープシーケンスび実行 
されると回線を切断するこ 
となくオンラインコマンド 



[M] 

巧態に移行します。 



AT+CAOC 

E 見在ちしくは直前呼の課金 

1」ヴルト： +CAOC:。n— 

AT+CAOC 


情報を表示します。 

n :課金情報を16進数で表おします。 

+CAOC:’00001E" 

m 



OK 

AT+C 巨 C 

バッテ U —が態を表示しま 

1」ヴルト： +CBC;n,m 

AT+C 目 C 


す。 

n=0 : FOMA 端末び充電池によ0動作 

+C 巨 C: 0，80 



している巧態。 

OK 



n=l :充電 中 状態。 

n=2 :充電巧び取り外されている状態。 

n=3 :電源供給に問題びある状態。 


[M] 


〜100 :電池残量 


AT+CBST-n.1.0 

利用するべアラサービスの 

n=1 16 : 64000 bps (bit transparervt) (初 

AT+C 目 ST=11 已丄 0 


設定を行います。 

期値） 

OK 



n=1 34 : 64000 bps (multimedia) 

AT+C 巨 ST? 

m 



+C 目 ST:1 16,1，0 

に耀が] 



OK 

AT+CDIP-n 

着信時に着サブアドレスを 

n=0 :着信時に着ヴブアドレスを表示しませ 

AT+CDIP-0 


バソコンに表示するかどラ 

ん。（初期値） 

OK 


かの設定をします。 

n=l :着信時に着サブアドレスを表示します。 

AT+CDIP? 



U ヴルト： +CDIP : <n>,<m> 

+CDIP:0.1 



m=0 :マルチナンバー未賣約 

OK 

岡 [AT] 


m-1 :マルチナンバー費約中 


松 口 [StW] 


m=2 :不明 


AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

<report> 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （P.4 已養照） 

+CEER;36 

[AT][M] 



OK 

AT+CGDCONT 

バケット発信時の接続先 

P.43 参照。 

P.43 黃照。 

[M] 

(APN) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

バケット通信確立時にネッ 

AT+CGEQMIN- [バラ又ータ] 

P.44 養照。 


トワーク側か5通巧される 

P.44 参照。 



QoS (サービス品質）を許 

AT+CGEQMIN=? 



容するかどラかの判定基準 

設定可能な値の U ストを表おします。 



値を登録します。 

AT+CGEQMIN? 


m 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

バケット通信の凳信時に 

AT+CGEQRE 日=[パラメータ] 

P.44 養照。 


ネットワークへ要巧する 

P.44 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT+CGEQREQ=? 



をしまず。 

設定可能な値の U ストを表おします。 
AT+CGEQREQ? 


[M] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+CGMR 


表のします。 


1234己1己34已1234己6 

m 



0K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CGREG-n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CGREG -1 


知ずるかどラかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わった 

0 K 


す。応答される通知によ D 

ときに通知します。 

(通知ありに設を） 


圏内/圏がを表示します。 

偶し冶わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG : 1，0 



+CGREG ； < n >,< stat > 

0 K 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 




0:バケツト圏外 

(圏列か日圏内に移動した場 



1:バケツト圏内 

合） 

[ M ] 


4;不明 

+ CGREG :1 

松 口 [ StW ] 


己：バケツト圏内（□一=ング中） 


AT+CGSN 

F 日 MA 端未の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


77\ します。 


1234己678901234己 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP-n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 :通知しません。（初期値） 

AT + CLIP -0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

0 K 


をバソコンに表示でをまず。 


AT + CLIP ? 



1」ヴルト ： +CLIP : < n >,< m > 

+巳 UP :0’1 



m =0: 凳信時の相手に番号を通知しない NW 

OK 



設定 




m = l :発信時の巧手にを号を通知する NW 設 


[ AT ][ M ] 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 


AT + CLIR-n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CUR ヴービスの寶約に従い、発ま通知 

AT + CLIR -0 


話通信を発信するとさ、電 

されます（されません)。 

OK 


話ま号を相手に通知するか 

n = l :通話相手にま号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どラかを設定します。 

n =2: 通話相手にま号発信します。（初期値） 

+ CUR : 因. 1 



U ヴルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0: CL 旧は起動していません。（常時通知） 

AT + CUR づ 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CUR : 烟 -2) 



m =2 :不明 

OK 



m -3 : CUR テンポラ U - モード（非通知デ 




フォルト） 




m =4: CUR テンポラ ij — モード（通知デフォ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE-n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERRORU ヴルトを用います。 

AT + CMEE -0 


卜の有無の設定を行います。 

(初期値） 

OK 



n = l : +CME ERR 日 R : < err > U ヴルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、く err > は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < err > U プルトコー 

AT + CMEE -1 



ドを使用し、 < err > は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



も記は FOMA 端末や接続に異常びある場合のコ 

+CMEERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE -2 



+CME ERR 日 R リプルトコードは下記のとおり 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

not inserted 



1 已 ： SIM wrong 


m 


16: incorrect password 


[& F ][& W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端未の自局電話ま号 

number : 電話き号に ini のモードび目モード 

AT+CNUM 


を表巧します。 

の場合は、目ナンバーを表示します。） 

+ CNUM ;,"+8190123 



type :129もしくは14已 

4 已色 78",14 已 



12白：国隙アクセスコード+を含まな 

OK 



145;国際アクセスコード+を含む 


[ AT ][ M ] 


U ヴルト： + CNUM :,< numbe ウ.<か日 e > 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + C 0 PS = n ，2 ，m 

接続ずる通信事業ちを選択 

n =0 :オート（自動的にネットワークを検索し 

冉 T + COPS =1.2;’44 F 00 r 

[ M ] 

しまず。 

て通信事業者を選択します。）（初期値） 
n = l :マニュアル （ m に設定された通信事業者 
に接続します。） 

n =2 :通信き業者との接続を解除烟断）しま 
す。 

n =3 :マッピングは行いません。 
n =4 :マニュアルオート （ m に指定さ〇た通信 
事業者に接続でさなかった場合に r オー 
卜」の処理を行います。） 
m :国ま号 ( MCC ) と通信事業者ま号 

( MNC ) を16進数の値で表します。書 
式は LU 下の通りです。 

Digit 1 of MCC - - - octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC .. -octet 1 bits 已 to 8. 

Digit 3 of MCC .. - octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC .. - octet 2 bits 已 to 8. 

Digit 2 of MNC .. - octet 3 bits 5 to 8. 

Digit 1 of MNC .. - octet 3 bits 1 to 4. 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末へ制御信号を送 

U ヴルト ： +CPAS : n 

AT+CPAS 

[ M ] 

出でさるかを表示しまず。 

n =0 : FOMA 端末に対し、制御信号の送受信 
び可能でおる。 

n = l : FOMA 端末に対し、制御信号の送受信 
び不可能である。 

n =2 :不明(制御信号の送受信は保証されない） 
n =3 : FOMA 端末に対し、制御信号の送受信 
び可能であ D 、 かつ着信中である。 
n =4 : FOMA 端末に対し、制御信号の送受信 
び可能でお0、かつ通信中である。 

+ CPAS :0 

OK 

AT + CPIN - n,m 

UIM に関するパスワード 

UIM び PIN 1 / PIN 2 入力待ち状態の時 

AT + CPIN 叫 234" 


( PIN 1/ PIN 2) の入力を行い 

n : PIN 1/ PIN 己 

OK 

閲 [ AT ] 

ます。 

UIM び PIN 1/ PIN 2 □ック辑除失敗により PIN 
□ック解除コード入力待ち状態の時 
n :円 N □ック瞬除コード 
m :新しい PIN 1/ PIN 2 

AT + CPIN ? :現在の SIM に関して要ホされて 
いるコード入力の状態を表示し 
ます。 

U ヴルト ： +CPIN : < state > 
< state>-READY :コード入力要ホなし 

< state>-SIM PIN :円 N 1コード入力待ち 
< state>-SIM PIN 2 :円 N 2コード入力待ち 
< state>-SIM PUK : PIN 1 ロック解除失敗 
により PIN □ック解 
除コード入力待ち 

< state>=SIM PUK 2 : PIN 2 □ック解除失敗 
によ DPIN □ック解 
除コード入力待ち 

AT+C 円 N =’’1234 己曰 78"’’’ 
1234" 

OK 

AT + CPIN ? 

+ CPIN:SIM PIN 

OK 

AT + CR-n 

回線接続時に CONNECT ® 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR -1 


U プルトコードを表示する 

n = l :表示します。 

OK 


前に、ベアラヴービス種月 IJ 

< serv > :バケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD 本 99 キキキ 1# 

[ M ] 

|：& F 脱 W ] 

ををのします。 

が表のします。 

(回線種別により" SYNC ’、 

" AV 64 K " を表示します。） 

AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 

+CR ; GPRS 

CONNECT 

AT+CROn 

着信時に拡張 U ヴルトコー 

n =0: + CRING を使用しません。湖期値） 

AT + CRC -0 


ドを使用するかどラかを設 

n = l : + C 问 NG.Cty 口白〉 を使用します。 

OK 

[ AT ][ M ] 

に鬥に W ] 

定しまず。 

AT + CRC ? で現在の設定を表おします。 

+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRING : < type > 

PPP バケット呼着信時 

+CRING ； GPRS ’ PPP ’’..’< APN > 

AT + CRC ? 

+CRC : 0 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT + CREG-n 

圏内-圏列情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG -1 


する U ヴルト表示の有おを 

n = l :通知あり。圏内•圏外び切り替わった 

0 K 


設定します。 

ときに通知します。 

(通知ありに設を） 



偶し冶わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG : 1.0 



+CREG : < n >,< stat > 

0 K 



n : 設定値 

{圏外を意味している） 



stat : 

0: 音靑圏别 

(圏列か旦圏内に移動した場 



1; 音声圏内 

合） 

[ AT ][ M ] 


4： 不明 

+CREG :1 

松 口 [ StW ] 


己： 音再圏内（□一=ング中） 


AT + CUSD - n ."< str >",0 

ネットワークに巧して、付 

n =0 :中間1」ヴルトを表示しません。（初期値） 

AT + CUSD -0. 


加サービスの設定や問い合 

n = l :中間 U ヴルトを表示します。 

0 K 


わせを行います。 

< str >: サービスコード 

AT + CUSD = 1.11*148* 1*0 



中間 U ザルト； m ."< str >",0 

000#。,0 



m =0 :設定完了を示します。 

+ CUSD :0;148*7#'|’0 

m 


m -1 :ネットワークか日更に情報び要まされて 

OK 

松 口 [ StW ] 


いることを示します。 


AT + FCLASS-n 

F 日 MA 端未に通信種別を設 

n =0 :データ通信（初期値） 

AT + FCLASS -0 

[ M ] 

[が ] [StWl 

定します。 


OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末びヴポートする 

1」ヴルト +GCAP : n 

AT+GCAP 


AT コマンドの U ストを表示 

n=+CGSM : GSM コマンドの一部または全 

+ GCAP :+ CGSM.+FCLA 


しまず。 

部をサポートします。 

SS.+W 



n =+ FCLASS : + FCLASS コマンドをヴポート 

OK 



します。 


[ M ] 


n=+W : + W コマンドをサポートします。 


AT+GMI 

メーカ名 （ Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表汀^します。 


Panasonic 

[ M ] 



OK 

AT+GMM 

F 日 MA 端末の製品を 

- 

AT+GMM 


(FOMA P -06 B ) を表示し 


FOMA P 06 巨 

[ M ] 

ます。 


OK 

AT+GMR 

FO M A 端末のバージョンを 

- 

AT+GMR 


表术します。 


Verl .00 

[ M ] 



OK 

AT + IFC = n.m 

フ□一制御ち式の逞おを行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC -2.2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0: フ□-制御なし 




1: XON / XOFF フ□-制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フ□-制御 


[ M ] 


初期個か, m =2.2 


[が]に W ] 


AT + IFC ? で設を値を問い含わせます。 


AT + WS 46 =n 

F 日 MA 端まの無線通信網を 

F 日 MA 端末では本コマンドによる無線通信網の 

AT + WS 46-22 


選択します。 

還択は行わないため、モード設定に巧しては 

ERROR 



ERROR を応答します。 

AT + WS 46? 



ド12: GSM/GPRS 

2 已 



n = 己2 : W-CDMA (Wideband CDMA ) 

OK 

[ M ] 


ド己己：自動選お 


ATA 

FOMA 端末び着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ AT ][ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に巧してバラ 

< cid > :1〜10。 + CGDCONT で設定した 

ATD 本 99 キキキ 1# 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場含 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99キ**#」と省略できます。 


[ AT ][ M ] 

姐理を行います。 



ATEn 

つマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATEl 

[ AT ][ M ] 

DTE に対するエコーバック 

n -1 :エコーバックあり（初期値） 

OK 

に鬥に W ] 

の有無を指定しまず。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0: 回線を切断します。（省略巧） 

(パケット通信中） 


フック動作を行いまず。 


- H -+ 




ATH 

[ AT ][ M ] 



N 0 CARRIER 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATh 

詔識コードを表示しまず。 

n =0 

「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATI 0 



n=l 

製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 

FOMA 端末の>^ くージョンを表示します。 

OK 




(+ GMR と同じ） 

ATM 



n =3 

ACMP 情報要素を表示しまず。 

FOMA P 06 巨 



n =4 

F 日 MA 端末で通信可能な機能の詳細を 

OK 

[ AT ][ M ] 



表巧します。 


ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 

オンラインコマンドモードか5オンラ 

AT 。 


ドモードか5、オンライン 


インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに房ります。 




AT 加 

DTE への U ヴルトコードを 

n =0 

U プルトコードを表おしまず。（初期値） 

ATQ 0 


表示するかどラか設定しま 

n —1 

U プルトコードを表示しません。 

OK 


す。 



AT 日 1 

[ M ] 




(このとを、 OK は応答され 

[& F ][& W 1 




ません。） 

ATS 0 =n 

FOMA 端末び自動着信する 

n =0 

自動着信しません。（初期値） 

ATS 0-0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l - 

-2已己：指定した U ング回数で自動着信し 

OK 


します。 


ます。 

ATS 0? 



( n ミ 10 のとき、パケット （ PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

に鬥に W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 己 =n 

エスケープキャラクタの設 

n -43 :初期値 

ATS 2-43 


定を行います。 

n =127 :エスケープ姐理は無効。 

OK 





ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

[& F ] 




OK 

ATS 3 =n 

キャ U ッジ U ターン （ CR ) 

n = l 3 :初期値 （ n = l 3のみ指定可） 

ATS 3-13 


キャラクタの設定を行いま 



OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 




013 

[ SF ] 




OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード CLF ) キャ 

n =10 :初期値 （ n =10 のみ指定巧） 

ATS 4-10 


ラクタの設定を行います。 



OK 



ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

ATS 4? 

[ M ] 




010 

[& F ] 




OK 

ATS 5 =n 

バックスぺース （ BS ) 

n =8 

初期値わ=目のみ指定巧） 

ATS 已 =8 


キャラクタの設定を行し、ま 



OK 


す。 

ATS 已？で設定値を問い合わせます。 

ATS 己？ 

[ M ] 




008 

松 F ] 




OK 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜2己已（初期値は 0) 逆位：分） 

ATS 30=0 


します。 ユー ヴーデータの 
送受信びないと、設定した 
時間上で切断します。本 
コマンドの設定は、 64 K 
データ通信に限ります。設 
定び0の場合、不活動タイ 



OK 

[ M ][ SF ] 

マ日 FF となりまず。 




ATS 103 =n 

着ヴプアドレスの区切りの 

n =0 

キ（アスタ U スク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選おします。 

n=l 

/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

[ M ][ SF ] 


ド己 

¥またはバックスラッシュ 


ATS 104 =n 

発ヴブアドレスの区切りの 

n =0 

冉 (シわープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選おします。 

n=l 

% (バーセント）（初期値） 

OK 

岡に F ] 


ド己 

& (アンド） 


ATVn 

すべての U ヴルトコードを 

n =0 

リプルトコードを数値で返送します。 

ATVl 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n=l 

リプルトコードを文字で返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 


(初期値） 


ATXn 

接続時の C 日 NNECT 表示に 

n =0 

ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 

ATXl 


速度表示の有無を設定しま 


ン検出なし、速度表巧なし。 

OK 


す。 

n — 1 

ダイヤルトーン検出なし、ビジートー 



また、ビジートーン、ダイ 


ン検出なし、速度表おあり。 



ヤルトーンの検出を行いま 

ド己 

ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 



す。 

n =3 

ン検出なし、速度表示あり。 

タイヤルトーン検出なし、ビジートー 
ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 

ダイヤルトーン検出あ0、ビジートー 


[& F ][& W ] 



ン検出あり、透度表示あり。（初期値） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATZn 

設定を不揮発又モ U の内容 

n =0 のみ指定可能です。（省略巧） 

(オンライン時） 


に IJ セツトします。通信中 


ATZ 


に本コマンドび入力された 


N 0 CARRIER 


場合、回線切断処理を行い 


(オフライン時） 


ます。 


ATZ 

[ M ] 



0 K 

AT¥Sn 

E 見在設定されている各コマ 

n =0 のみ指定巧能です。（省略巧） 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 


El Q 0 VI X 4 SCI 


表术します。 


& D 己 SS 0 & E 1 ¥ V 0 
8000=000 

5 002- 043 

5 003- 013 

S 004=010 

S 00 已 =008 

S 006=00 已 

5007=060 

5008=003 

S 010=001 

5030=000 

SI 03=000 

SI 04=000 

[ M ] 



OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0: 拖張 U ヴルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

選おを行います。 

彻期値） 

OK 

松 F ][ StW ] 


n =1 ;拡張 U ヴルトコードを使用します。 



※な下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） - ATT ( 卜ーン設定） 

- ATP (バルス設定） - ATS 6 (ダイヤルするまでのポース時間設定) 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポース時間設定） - ATS 10 (自動切断遅延時間設定） 


_ AT コマンドの捕足説明 

•コマンドを： + CGDCONT =[ パラメータ] [ M ] 

■概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

.書式 

+ CGDC 0 NT =[< cid >[；< PDP _ type > T ."< APN >1]] 

■バラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は切下のコマンド実行例を参照してくださし、。 
< cid >& : I 〜 10 


< PDP _ type > : PPP または IP 
< APN >《 ：任意 

※く cid > は、 FOUA 端末内に登録するバケット通信での接続先 （ APN ) を管理ずる番号です。 

FOMA 端未では I 〜 ■) 因び登録でをます。お買い上げ時、く cid >= l には mopera . ne . jp ( PPP ) び、く cid >=2 には mopera . net ( PPP ) 
び、 < cid >=3 には mopera . nel :( IP ) び、 < cid >=4 には mpr . ex - p け. net :( PPP ) び初期値として登録されていますので、〇けは已〜10 


に設定しまず。 

< APN > は、接続先を示ず接続先ごとの任意の夕字列です。 
’パラメータを省略した場合の動作 


+ CGDCONT = 
+ CGDCONT -< cid > 
+ CGDC 已 NT づ 
+ CGDCONT ? 


すべての < cid > に巧し初期値を設定します 
指定された < cid 〉 を初期値に設定します。 
設定可能な値のリスト値を表示します。 

E 見在の設定を表示します。 


•コマンド実行例 
AT + CGDC 0 NT =5." PPP "." abc " 


OK 


《 abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

※本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書き込まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z による U セットち行われま 
せん。 
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•コマンド名： + CGEQMIN =[ パラメータ] [レ1] 

■概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (ヴービス品質）を許容するかどラかの判定基準値を登録します。 

設定バターンは、が下のコマンド実行例に記載されている4パターンび設定できます。 

-書式 

+ CGEQMIN =[< cid > し 〈Maximum bitrate UL > [.く Maximum b け rate DL >]]] 

■バラメータ罰明 

く cid >《 ：1〜10 

〈Maximum bitrate UL >》 ：なし（初期値)、2048 
〈Maximum bitrate DL >《 ：なし（初期値)、7232 

》< cid > は、 FOMA 端未内に登録するバケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

〈Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最大通信速度 [ kbps ] の設定 
です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますび、2048および7己32を設定した場合はこれ5の値モ満での速度の接続 
は許容しないため、パケット通信びつなび！5ない場合びありますのでごま意<ださい。 

-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGEQMIN = :すべてのく cid > に巧し初期値を設定します。 

+ CGEQMIN = く cid 〉 :指定されたく cicl > を初期値に設定します。 

.コマンド実行例 

な下の4パターンのみ設定できます。（（1)の設定びさ cid に初期値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

に)上02日 48 kbps / 下り7232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド 
( cid び3の場合） 

AT + CGEQMIN =3’, 2048’7232 
OK 

(3) 上り2日 48 kbps / 下りはすべての速度を許容する場含のコマンド （ cid び4の場含） 

AT + CGEQMIN =4’, 2048 

OK 

(4) 上0すべての速度/下 D 7232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び已の場合） 

AT + CGEQMIN =5’,,7232 

OK 

※本コマンドは設定コマンドですび、 SW により書さ込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z による1」セットを行われま 
せん。 

• コマンド名； + CGEQREQ = [ノ（ラメータ] [ M ] 

•概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

設定はな下のコマンド実行例に記載さ〇ている1ノ くターンのみで初期値としてち設定さ〇ています。 

.書式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

■バラメータ説明 
< cid 〉 ※：1〜 "1 0 

》< cid > は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 ( APN ) を管理ずる番号です。 

-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGEQREQ = :すべてのく cid > に巧し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定されたく cicl > を初期値に設定します。 

. コマンド実行例 

L ツ下の1ノでターンのみ設定でさます。 

(各 cid に初期値として設定されています。） 

(1) NW び設定する任意の速度で接続を要ホする場合のコマンド （ cid び3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本コマンドは設定コマンドでずび、 SW により書を込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z による1」セットを行われま 
せん。 

•コマンド名： +CUP 

■概要 

" AT + CLIP -1 "の場合の1」プルトび下記の書式で表示されます。 

+CLIP : < number >< type > 

-コマンド実行例 
AT + CUP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "0901 234已678"’49 
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_ 切断理由一覧 

■巨 4 K データ通信 


値 

巧由 


指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側ぴ通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでした。 

19 

相手げ呼び出し中のため通信びでをません。 

21 

相手側ぴ着信を拒をしました。 

63 

ネットワークのサービスおよぴオプションび有効ではありません。 

6已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、をしくは着信を受けました。 


■パケット通信 


値 

i 里由 

27 

APN び存在しないか、をしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切斷されました。 

33 

要巧したサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


_ リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意ほ 

0 

0 K 

正常に実行しました 


CONNECT 

相手と接続しました 

己 

RING 

着信び来ています 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでをません 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでさません 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です 

101 

DELAYED 

1」ダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


& E 0 のとを 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表お 

义字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

12已 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3 巨 4800 因 

3648000 bps 

13已 

CONNECT 7己32000 

7 己32000 bps 
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& E 1 のとさ 


数字表お 

文き表示 

接続速度 

已 

CONNECT 1己00 

1 200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7己00 

7200 bps 

12 

CONNECT 白600 

9600 bps 

1已 

CONNECT 14400 

14400 bps 

1白 

CONNECT 1 白己 00 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 己 7 邑 00 

已 7 巨 00 bps 

1白 

CONNECT 11已200 

11 已 200 bps 

己0 

CONNECT 230400 

230400 bps 

己1 

CONNECT 460800 

460800 bps 


お知らせ 


• ATVn コマンド ( P .42 参照)び n = l に設定されてし巧場合には文字表示あ式(初期値)、 n =0 に設定されている場合には数字表示あ式で U 
ヴルトコードび表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますび、 FOMA 端未一 PC 間は FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケープル01/02(別売)や Bluetooth 通信で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

•「 RESTR に TION 」 （数字表示：100)び表をされた場合には、通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから接続し直してくださ 
い。 

■通信プ〇トコ J レ U ザ J レトコード 


数字表お 

文き表示 

意ほ 


PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話 64 K で接続 

已 

PACKET 

パケツト通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX 0 び設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P .43 參照）の設定に関わ!5ず、接続完了の際に C 日 NNECT のみの表示となります。 

文字表示例； ATD *99***1# 

CONNECT 

お字表示例： ATD *99***1# 

1 

• ATX 1ぴ設定されている場合 K 1 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 

文字表示例： ATD *99***1# 

CONNECT 460800 
数字表示例： ATD * 白白***1# 

121 

■ ATXK AT ¥ V 1 び設定されている場合※1 
接続完了のとさに、切下の書式で表おしまず。 

CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度 > PACKET く接続先 APN >/< 上りち向 （ FOMA 端ホー無線基地局間）の最高速度〉/<下り 
ち向片日1\/14端未^お線基地局間）の最高速度〉※2 
文字表示例： ATD キ白9 * * キ1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne.jp /己440/7232 
数字表示例： ATD キ9白ホ本ホ1# 

12巧 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場台、ダイヤルアップ接続び正しく行えない場合びあります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすずめします。 

ぷ2無線基地局から通知された最高速度を表示するをのであり、実際の速度を保証ずるをのではあ0ません。 
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